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1. 同梱されているソフトウェアとご注意 

1.1. 同梱されているソフトウェア 

ファイル名 ファイル内容 

Application_note_UR001_01.pdf 本説明書 システムの構築・手順について述べている 

favicon.ico ダミーファイル。ホームページのルートフォルダ(“/home/pi/”)に格納

する。一般的にブラウザがページ表示する際に、このファイル名を探

して、見つからない場合、”/var/log/apache2/error.log”が無駄に大き

くなることを避ける為に設けた。 

head 計測結果の CSV ファイル用ヘッダファイル。このヘッダにより、CPI

製 radmon ソフトウェアへロードすることで波形表示が可能となる。

Apache2 のインストール後、”/var/www/radmon.data/cmd/”のフォル

ダに格納される。 

index.html ホームページのルートフォルダ(“/home/pi/”)に格納される。このファ

イルは/home/pi/におかれる”mkhtml”というシェルスクリプトによっ

て、1 回/分の間隔にて自動更新される。 

jump.html 更新された index.html を再表示させる時に 

mkbody パイプのファイル名を HTML 化する”mkhtml”のサブプログラムシ

ェル。 

mkhtml “mkbody”の上位シェルとして index.html を”/home/pi”に生成。 

radmon_pi 放射線検知状況を CSV ファイルとして格納する実行形式のプログラ

ム。 

radmon_pi.c “radmon_pi”のソースプログラム。 

“gcc –o radmon_pi radmon_pi.c”にてコンパイルすると”radmon_pi”

が生成される。 

radmon_pi.sh 検知ソフトウェアを OS に登録する際に使用するシェルスクリプト 

Soundsw.cgi 検知音 On/Off 切り替え用 CGI。検知データのホームページでの表示

中、検知音の On/Off 制御するボタンのための CGI。 

“/usr/lib/cgi-bin/”に格納される。 

StartStopSW.cgi 計測の一時停止・再開用 CGI。検知データのホームページでの表示中、

計測を一時停止・再開の制御ボタンのための CGI 

“/usr/lib/cgi-bin/”に格納される。 

 

1.2. ご注意 
本アプリケーションノートに記載されている内容を利用して生じたトラブルや損害について、株式会社シー

ピーアイテクノロジーズは一切の責任を負いかねますので、予めご了承いただいた上でご利用願います。ま

た本内容についてのご質問は原則としてお答えいたしかねますので予めご了承願います。 
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2. はじめに 

安価に Linux サーバを構築できる Raspberry Pi にシーピーアイテクノロジーズ社の簡易放射線量検出器

CPI-UR001 を接続し、検知データサーバとして構築してみた。 
 
2.1. 用意したもの 
 Raspberry PI 
 簡易放射線検出器 CPI-UR001 （シーピーアイテクノロジーズ社） 
 8GB SD メモリカード 
 AC アダプタ（5V 0.7A 以上） 
 USB キーボード 
 モニター 
 LAN ケーブルとインターネット環境 
 
2.2. 構成 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
SD メモリカードには OS（Wheezy Raspbian）を書き込み、Raspberry Pi には、web サーバーと ftp をイ

ンストールし、検知データをネットワーク経由で PC にダウンロードできるようにする。 
 
  

 
AC アダプタ 

5V 1A 

 

 
USB キーボード 

 
VGA モニタ 

 
放射線検出器 
CPI-UR001 

HDMI-VGA 変換ケーブルを使用 

LAN ケーブル 

インターネット
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3. 必要なソフトウェアのダウンロード 

「3. 必要なソフトウェアのダウンロード」は WindowsOS 下にて実行した例を示す。 

 

3.1. SD カードに書き込む OS”Raspbian”をダウンロードする 
「 http://www.raspberrypi.org/downloads 」 の 、 Raspbian “wheezy” の 項 目 に あ る 、

「yyyy-mm-dd-wheezy-raspbian.zip」をダウンロードし解凍する。 

“yyyy-mm-dd”はバージョンを識別するための西暦の年月日のようで ,今回ダウンロードしたの

は、”2013-07-26”であった。約 2GB のファイルなので、完了までに時間を必要とする。 
 
3.2. SD カードに OS を書き込むツールをダウンロードする 

http://sourceforge.net/projects/win32diskimager/ 

より、「Win32DiskImager」をダウンロードする。 
 
3.3. SD カードへの書き込み 
 

図 1 に Win32 Disk Imager を実行したダイアログボックスを示す。 
 

 
 

図 1 
 

① PC に SD カードが装着されていれば、ドライブ名が表示されるので、書き込む SD カー

ドのドライブかどうかを確認する。 
② このフォルダのアイコンをクリックし、解凍した OS の img ファイルを指定する。 
③ 指定した img ファイルのパスとファイル名が表示されるので、確認する。 
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④ 「Write」ボタンをクリックすると図 2 のウィンドウが表示されるので 

書き込む SD カードのドライブ名が正しいことを確認してから「Yes」のボタンを 
クリックする。 

⑤ 図 3 のウィンドウが表示されたら、正しく書き込まれたので、OK をクリックする。 

 
図 2 

 
図 3 
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3.4. /boot/config.txt の初期設定 
HDMI-VGA 変換ケーブルでモニタに接続したが、SD に書き込んだままの状態では画面が表示されない場

合がある。その時は書き込んだ SD カードをエクスプローラで表示し 

 
図 4 

青い下線 config.txt”のバックアップを赤い下線の”config.org.txt”としてコピーアンドペーストと名前の変更

などで作成する。 

 
図 5 

“config.txt”の内容を UNIX の改行コードをサポートしている適当なエディタによって図 5 に示す赤枠の部

分を変更する。適当なエディタが無い場合は、ワードパッドで編集する。 
ワードパッドは編集結果を UNIX 形式の改行コードで格納できないが、実際の動作には支障はなさそうだ。 

1. “#disable_overscan=1”の先頭”#”を削除 
2. “#hdmi_force_hotplug=1”の先頭”#”を削除 
3. “#hdmi_drive=2”の先頭”#”を削除 

使用するディスプレイによって、他の行のアンコメントや数値設定が必要な場合があるようなので、個別に

確認のこと。 
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4. Raspi-config による初期設定 

以上を設定し、SD カードを Raspberry Pi に実装後、電源投入するとしばらくして図 6 の画面が表示され

る。反転表示が現在選択されているメニューを示し、カーソルの上下キーで選択を移動し、タブキーでアク

ション（<Select>, <Finish>, <Ok>など）を選択し、Enter キーで実行する。 
 
4.1. “Expand Filesystem”の実行 
通常は約２GB のサイズとなってカードにコピーされるものが、８GB や１６GB のカードにコピーされた場

合、その容量に合わせたサイズに領域を拡張する機能をもつ。 

 
図 6 

図 6 の状態から実行後、いくつかのメッセージを表示し、図 7 に示す画面が表示されるので、<Ok>で図 6
の画面に戻る。 

 
図 7 
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4.2. ユーザパスワードの変更 
 
”2 Change User Password”を選択後、実行。 

 
図 8 

 
図 9 

図 9 の画面が表示されたら<Ok>を実行。 
新しいパスワードを２回入力すると、図 10 の画面が表示されるので実行する。 

 
図 10  
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4.3. GUI デスクトップの表示抑止 
GUI デスクトップの表示はこのアプリケーションでは使用しないので以下のようにする。 
図 11 のように「3． Enable Boot to Desktop 」を実行する。メッセージがいくつか表示され図 12 の画面

が表示されたら”<No>”を選択し、実行する。 

 
図 11 

 
図 12 
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4.4. Internationalisation Options の設定 
言語・時間関連設定です。 

 
図 13 

日本語サポートは、あとで設定するので、”I2 Chage Timezone”の設定を行う。 
4.5. タイムゾーンの設定 

 
図 14  

図 14 のように”I2 Change Timezone”を選択し実行する。 

 
図 15 

図 15 が表示されたら“Asia”を選択し、<Ok>で実行する。 
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図 16 

“Tokyo”を選択し、<Ok>で実行するとメッセージがいくつか表示され図 6 が表示され終了。 
 
以上でタイムゾーンが東京に変更された。 
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4.6. キーボードの設定 
図 13 の画面で実行により図 17 が表示される。  

 
図 17 

“I3 Change Keyboard Layout”を選択し実行。 
しばらく待つと図 17 が表示されるので”Generic 105-Key (Intl) PC”を選択、実行。 

 
図 18 

図 19 の画面で、”Other”を選択し<Ok>で実行。 

 
図 19 

図 20 の画面で”Japanese”を選択し、<Ok>で実行。 
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図 20 

図 21 の画面で”Japanese”を選択し、<Ok>で Enter。 

 
図 21 

図 22 の画面で”The default for the keyboard layout”を選択し<Ok>で実行。 

 
図 22 

図 23 で”No compose key”を選択し、<Ok>で実行。 
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図 23 
図 24 では<No>で実行。 

 
図 24 

図 6 の画面が出てくるまでしばらく時間がかかる。 
以上で”raspi-config”の必要 小限の設定が完了した。 
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4.7. 再起動 
 
図 25 のように TAB で<Finish>を選択し実行。 
 

 
図 25 

図 26 のようにリブートをするか聞いてくるので、<Yes>で実行。 

 
 

図 26 
 
リブート後は、ユーザ名を聞いてくるので、”pi”と入力し、「4.2 ユーザパスワードの変更」 で設定したパス

ワードを入力してログインする。 
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5. IP アドレスの固定化 

通常は DHCP からの IP アドレスを利用するので、自身の IP アドレスを確認する場合は、/sbin/ifconfig で

確認する。筆者はノート PC から LAN 経由で SSH を使って固定 IP アドレスでリモート接続したいのと、

ホームページは固定アドレスで利用したいので IP アドレスを固定することにした。 
コマンドラインで”sudo nano /etc/network/interfaces を図 27 の①（オリジナル）を②に変更する。 
実際のアドレス、マスク、ゲートウェイはそれぞれに合わせて変更が必要。 
図 27 では固定アドレスを 192.168.11.251 に設定。 

 
図 27 

 
で IP アドレスを更新。 

 
図 28 
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5.1. Raspbian を更新 
 
Raspbian を 新版の OS に更新するために“$sudo apt-get update”、”$sudo apt-get upgrade”を実行 

 
図 29 

図 29 の操作中に「続行しますか[Y/n]?」と尋ねてくる場合があるので、”Y”を入力する。 
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6. 日本語環境の設定 

6.1. Raspi-config でロケール設定 
“sudo raspi-config”の実行で図 30 の画面。”Internationalization Options”を選択し実行。 

 
図 30 

図 31 の画面で、”I1 Change Locale”を選択し実行. 

 
図 31 

上下のカーソルキーを使用し ja_JP.EUC-JP EUC-JP と ja_JP.UTF-8 UTF-8 を選択しスペースキーで”*”を
表示させ、<Ok>で実行（図 32） 
既に”en_GB.UTF-8 UTF-8”は、選択されており、この選択はそのままにしておく。 

 
図 32 
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図 33 

図 33 の画面が表示されるので、jp_JP.UTF-8 を選択後、実行。しばらく待った後、図 6 の画面が表示され

たら、＜Finish>を選択し実行。 
 
6.2. 日本語フォントのインストール 
 

 
インストール中に「続行しますか[Y/n]?」と聞かれる場合があるので、”Y”で続行する。 
 
以上で日本語インストールが終了。 
 
6.3. コンソールでの日本語表示 
以下を入力する。途中で「続行しますか[Y/n]?」と聞いてきた場合は”Y”で続行する。 

 
終了したらインストール完了。全角モードと半角モードの切り替えはシフト＋スペースとなって 
いるが、コントロールキー＋スペースに変更する場合はエディタで以下のように呼び出し 

 
図 34 赤の下線が”Shift”となっているので、”Control”に修正する 

 
図 34 

図 35 のように.bashrc”をエディタで編集。”.bashrc”の末尾に jfbterm を自動起動するスクリプトを追加す

るために図 36 に示す赤枠を追加する。 

 
図 35 
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図 36 

 
で再起動する。 
 
ログインするときのユーザ名は”pi”, パスワードは「4.2 ユーザパスワードの変更」にて設定したものを入力

する。 
 
コンソールでログインしたときに、画面左下に”anthy[An-  R]”と表示されれば OK。 
日本語入力に切替えたいときは＜Control>キーとスペースキーを同時に押下、元に戻す時もおなじ方法で行

う。 
  



20/37 
 

 
 

7. Apache（WEB サーバー）のインストール 

図 37 の様に”sudo apt-get install apache2”と入力すると、「続行しますか？」と聞いてくるので”Y”で続行

する。 

 
図 37 

 
終了したら、”ps ax | grep apache”でプロセスが存在していることを確認する。（図 38） 
実際の表示と異なる場合もあるかもしれないが、”/usr/sbin/apache2 –k start”が表示されていれば良い。 
 

 
図 38 

更に、ホームページが表示されるかどうかを確認するために、Raspberry Pi に割り当てた IP アドレス（図 27）
をブラウザに入力。（ここでは”192.168.11.251”） 
図 39 は出力の例。 

 
図 39 
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8. ftp サーバのインストール 

（参考 URL：http://assimane.blog.so-net.ne.jp/2013-04-14） 
図 29 に示す更新を定期的（一週間に一度くらい）に実行していないのであれば、事前に実行する。 
 
以下のコマンドライン入力で ftp サーバのインストールを行う。 

 
インストールが終了したら、設定ファイルを変更する。 
 
8.1. 設定ファイルの変更 

 
にて”/etc/vsftpd.conf”を以下のように変更する。 変更は赤下線部の先頭の”#”を削除する。 

 
図 40 
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図 41 
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図 42 

図 42 以降のテキストの変更はない。 
“/etc/vsftpd.chroot_list”を設け、それにユーザ名”pi”を登録する。 

 
図 43 

で nano エディタで”pi”を入力し終了する。 
終了後, cat コマンドで以下のように確認できれば OK. 

 
図 44 
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新しい設定でサーバーを再起動する。（図 45） 

 
図 45 
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8.2. ftp サーバの自動起動登録 
/etc/init.d/vsftpd のバックアップファイルを作成し、パーミッションを変更する。 

 
図 46 

エディタで vsftpd の先頭部分の赤線で示した行に変更する。オリジナルは”1”のみ記入されている。 
“sudo update-rc.d vsftpd remove”で一旦削除した後、“sudo update-rc.d vsftpd defaults”で登録し、再起動

する。 

 
図 47 
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9. ソースプログラムを PC からファイル転送 

実際の制御プログラムを作成する場合、使い慣れた PC のエディタを使用する方が容易なので、ソースプロ

グラムやテキストを WindowsPC から Raspberry Pi に転送してみる。 
Raspberry Pi での漢字コードは UTF-8 で、PC の SJIS とは異なるため、WindowsPC 側では FTP の転送

機能にコード変換機能を持つ、FFFTP を使用した。コード変換機能を持たない FTP を使用する場合は、転

送後に UTF にコード変換が必要となる。 
プログラムやテキストは付属の Sources フォルダに入っているので、そのフォルダの中身で青色反転されて

いる内容を、Raspberry Pi の”/home/pi”に転送する。 

 
図 48 

ソースプログラムの転送なのでツールバーの 

 
のように、”A”を選択し、ローカル側 SJIS とホスト側 UTF8 を選択する。 
この設定でソースプログラムを転送すれば、自動的に UTF-8 に変換する。 

 
図 49 

図 49 に示すように more, head, tail などのコマンドで転送したファイルを表示し、漢字が正常に表示され

たら、正しく転送終了。 
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9.1. バイナリファイルの転送 
続いて図 50 に示す青反転のファイルをバイナリ転送する。 
 

 
図 50 
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10. 検知放射線量をデータとして格納 

検知した放射線量を時刻データとともにファイルに格納するプログラムが、”radmon_pi.c”にあり、ftp で

PC から Raspberry Pi に転送し、コンパイルする。このプログラムの主な仕様は 
 

1. 検知データを時刻とともに/”var/www/radmon.data/”フォルダに一日ごとに CSV 形式で格納

する。 
2. “/var/www/radmon.data/cmd/”フォルダに”OFF.cmd”というファイル名がある場合は、検知音

を OFF し、そのファイル名が無い場合は検知音を ON とする。 
ブラウザ表示から CGI にて ON・OFF を制御する 

3. “/var/www/radmon.data/cmd/”フォルダに,”STOP.cmd”というファイル名がある場合は、デー

タの格納を一旦停止する。”STOP.cmd”というファイル名が無い場合は、データの格納を再開

する。 
ブラウザ表示から CGI にて ON・OFF を制御する 

4. “/var/www/radmon.data/cmd”フォルダに head というファイルを設けておき、出力ファイルの 
ヘッダーファイルとして使用する。 
既定ファイルを当該フォルダに予め格納しておく。 

5. 3 の一旦停止からの再開、電源再投入、shutdown, reboot.など検知プログラムが一旦停止し、

再開した場合は、再開の日時から新規のファイルを作成して CSV データを格納する。 
6. サンプルしたデータのグラフ表示は、製品添付の Windows 版 RADMON を利用できるように

する。 
となっている。 
 
10.1. Raspberry Pi と CPI-UR001 の通信仕様とユーザーズマニュアル 

 

CPI-UR001 の通信仕様は 

http://www.cpi-tec.jp/cpi-ur001/dl/com_spec.pdf 

からダウンロードできる。 

 

また、ユーザーズマニュアルは 

http://cpi-tec.jp/cpi-ur001/dl/CPI-UR001_MAN_100.pdf 

からダウンロードできる。 
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10.2. 検出音 ON/OFF 制御方法 
 

“/var/www/radmon.data/cmd/”に”OFF.cmd”ファイルの有無で制御する 

“OFF.cmd”が有る 検出音を OFF 

“OFF.cmd”が無い 検出音を ON 

 
10.3. 測定停止・再開制御方法 
 

“/var/www/radmon.data/cmd/”に”STOP.cmd”ファイルの有無で制御する 

“STOP.cmd”が有る 測定記録動作を一時停止 

“STOP.cmd”が無い 測定記録動作を再開 

 

10.4. 検出音の ON/OFF と測定停止・再開について 
検出音の ON/OFF と測定停止・再開は WEB 表示している状態でスイッチでトグルするように作成す

るものとする。 

 

10.5. CSV ヘッダーファイルのコピー 
検知データが格納される CSV ファイルには、図 48 で転送した”head”を 

”/var/www/radmon.data/”にコピーする。 コピーは図 51 に示す手順で行う。 

 

 

図 51 
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11. データ格納用ソースプログラム 

ソースプログラムは別途添付のとおりなので直接入力するか図 48に示すコード変換付き ftpにて転送する。 
 

11.1. コンパイル 
図 52 に示すようにコンパイルし、”radmon_pi”という実行可能なファイルが追加されたことを確認する。  

 
図 52 

 
11.2. 実行前の準備 
 
実行前に必要なディレクトリ・パーミッションの設定を行います。 
 

 
図 53 
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11.3. 試験実行 
実行できるかどうかを”sudo ./radmon_pi<Enter>”の入力で確認する。 
実 行 後 、 ”’/var/www/radmon.data’ を 作 成 で き ま せ ん ：  フ ァ イ ル が 存 在 し ま す ”
や”’/var/www/radmon.data/cmd’を作成できません： ファイルが存在します”と表示されるのはエラーでは

ない。 
 
 
 

 
 

図 54 
 
＜Ctl>+”C”キーの入力で途中終了できる。 
このプログラムが実行されると/var/www/radmon.data/に csv ファイルが作成され、1 分ごとにその間のデ

ータが書き込まれる。 
 
（注） 
図 54 において、”sudo ./radmon_pi”の手動実行後の「・・・ファイルが存在します」は、OS が日本語化さ

れていない OS では、英文表示となる場合がある。 
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12. ブラウザでデータをダウンロードできるようにする 

Apacheのホームディレクトリの”/var/www/”に、ファイル名 index.htmlを定期的に生成する仕掛けの作成。 
 

 
図 55 

図 55 の手順で、mkbody, mkhtml のパーミッションを変更し、プログラムが実行できるかを確認。 
 

 
図 56 

Mkhtml はデータを格納しているファイル名を”/var/www/radmon.data/cmd/dir.txt”に格納するため図 56
に示す手順でファイル名を格納用ファイルを設ける。 
/var/www/inde.html が作成されており、ブラウザにて「http://192.168.11.251/」（アドレスは、Raspberry Pi
に割り当てられたＩＰアドレス）を入力し図 57 の表示が確認できれば良い。表示されるＣＳＶファイルは

1 つ以上あれば良い。 
 

 
 

図 57 
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12.1. Mkhtml の Crontab への登録 
 

図 58 に示すように index.html のパーミッションを変更する。 

 

図 58 
“mkhtml”は、crontab に登録し、1 分ごとに index.html を更新する設定を行う。 
まず、CRONTAB の編集を行う。 

 
 
と入力すると図 59 の赤枠を除いた表示が出るので、赤枠を追加する。 

 
図 59 

 

“crontab”の編集モードから戻った時の画面を図 60 に示す。 

 
図 60 
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12.2. CGI の組み込み 
「12.1 Mkhtml の Crontab への登録」にて登録した mkhtml は毎分起動され、ホームディレクトリであ

る”/var/www/”に index.html を生成する。この html を「http://192.168.11.251」とアドレスを入力してブラ

ウザで表示すると、上部に「検出音有→無」と「計測中→停止」が表示される。このボタンは、CPI-UR001
の検知音のオン・オフや、計測を一時停止・再開する制御用のボタンである。以下に、このボタンは CGI
で動作するようになっており、以下にその組み込み手順を示す。 
 

 
図 61 

図 61 のように、CGI プログラムを指定のディレクトリにコピーしパーミッションを変更する。 
終了後は”cd ~”を実行しておくｌ 
 

 
図 62 

図 62 は CGI から直接 locate で index.html を表示させるとブラウザのアドレス欄に CGI の URL が残る。

本来は元の URL となるべきなので、一旦ダミーの jump.html を表示させ、その html ファイルの中には、

index.html を表示するというタグを記述することで、解消した。 
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12.3. ボタン表示更新のタイミング 
 
CGI で操作することのできる動作は、検出音の ON/OFF と計測停止/再開で、ブラウザ上の表示は 
以下のようになっています。 

 ブラウザでの表示 動作 

検知音 ON/OFF 

 
検出音が鳴らない状態にする 

 
検出音が鳴る状態にする 

計測一時停止・再開 

 
計測を一時停止する 

 
計測を再開する 
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13. Radmon_pi を/etc/initab へ登録する 

作成された”radmon_pi”がシステムの立ち上がりと同時に実行できるよう、/etc/initab に登録する。 
ホームディレクトリの”radmon_pi.sh”を登録する形にする。このファイルは、/etc/init.d/skelton をホームデ

ィレクトリに”radmon_pi.sh”なる名前でコピーし、radmon_pi 用に変更したものである。 用意したシェル

を以下の手順で/etc/init.d/に設定する。 

簀戸 
図 63 

Radmon_pi を/usr/sbin にコピーする。（図 64） 

 
図 64 

Insserv コマンドで起動時のスクリプトとして登録する。(図 65) 

 
図 65 

 
再起動で radmon_pi が自動的に起動する 
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14. おわりに 

以上で、Raspberry PiとCPI-UR001を接続してネット経由でデータを取得する 小限の設定で紹介したが、

実際に利用する際はセキュリティ関連の設定をお勧めする。 
また、取得したデータは、CPI-UR001 に添付されている Windows 版 RADMON にて表示できる。但し、

注意点としては Raspberry Pi は扱っている文字コードが UTF-8 で、日本語 Windows とそのアプリケーシ

ョンは SJIS で作成されているので、ヘッダーに日本語を使用する際は、コードが SJIS になっていること

に注意が必要である。 
 
 


